















H・A・プリチャードらである。その後も、C・D・ブロード（The Mind and 
its Place in Nature, 1925）やH・H・プライス（Perception, 1932）によるセ
ンスデータ理論の洗練を経て、1940年以降はA・J・エア（The Foundations 
of Empirical Knowledge, 1940）によるセンスデータ擁護論、J・L・オース
ティン（Sense and Sensibilia, 1962）によるその批判が提出される。このよう
に、20世紀前半のイギリス哲学においては、知覚は多くの著名な哲学者たち








を向ける動きが出てきている。たとえば、 Hatfield ［2013; 2015］は、広範な視
野から20世紀前半を中心としたイギリスにおける知覚の哲学史記述を提供





































（relation）」概念にあり、元来論理学におけるものであった ［Hylton 1990; 春
日 2013］。いっぽう、認識論における観念論批判は、バークリの「存在すると
は知覚されることである（esse is percipi）」とのテーゼに向けられることが多







































































Ward, et al. 1907-1908］。このシンポジウムの内容が掲載された同協会の
Proceedings の翌号では、アレグザンダーの「意志と観念における心的活
動（Mental Activity in Willing and in Ideas ）」 ［Alexander 1908-1909］と
スタウトの「提示（Presentations）は心的か物理的か－アレグザンダー教授





















































に決定づけられ特定されて」おり ［Stout 1908-1909, 243］、この感覚経験は、
「推論（inferences）、解釈（interpretations）、暗示（suggestions）などによっ



























































































かれる ［Gillett 2006, 262］。

















グザンダー教授の感覚知覚理論（Professor Alexander’s Theory of Sense 
Perception）」 ［Stout 1922］において、スタウトは、第一次論争と同様の批判
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背後には何もな」く、実在そのものなのである ［Alexander 1923, 6］11。
11　さらに、彼は、この感覚内容が「すでに感覚よりも低次の経験である直観



























うなものとしての我々の直観は、無謬なのである」 ［Alexander 1923, 5］。























































14　R. G. Collingwood, Central Problems in Metaphysics Lectures wrriten Apr. 1935 
for delivery T. T. 1935.  Dep.20（3）。この講義ノートでは、実在論と観念論に関する





















































る。」 ［Ayer 1940, 4］























理によりながら、⑴多重位置の理論（The Theory of Multiple Location）（ホワイト
ヘッド）、⑵複合体の理論（The Theory of Compound Things）（アレグザンダー）、
⑶見えの理論（The Theory of Appearing）（ムア、プリチャード）といった類型に分
類している。その上で、こうした素朴実在論者たちへの反駁を、プライスの議論に沿
















































































（ 24 ）　　創価大学人文論集　第 33 号
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